
　

定例会見

日時：令和８年５月２８日（木）　１１：３０～

会見内容

１．発表事項　

①「9.12豪雨災害から50年」防災の取り組みについて
危機管理部（危機管理課）

②「消防団員募集ラッピングバス」デザインの市民投票について
消防本部（消防総務課）

保健衛生部（健康づくり課）

令和8年度 第3回 市長定例記者会見

(1)地域の防災力向上のための新たな取り組みについて

(2)食育月間の新たな朝食摂取啓発の取り組みについて



9.12豪雨災害から５０年

岐阜市の被害状況

岐阜県防災課所蔵
県庁付近

冠水の様子（県庁付近）折立周辺

水防活動の様子（木田地区）

ハザードマップでは
イメージしにくかった
浸水リスクを直感的に理解

浸水リスク可視化ARアプリ「みずくる」

スマートフォン・タブレット端末のカメラで捉えた実写映像に、
浸水想定などの情報を重ねて視覚的に浸水被害をイメージ

リスクの
直感的な理解で
災害を自分事として実感
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 1‐(1) 地域の防災力向上のための新たな取り組みについて　　　　　　　

①「9.12豪雨災害から50年」防災の取組みについて



地域みんなで水防災学習

地域の水防団や防災士が参加 タブレットを活用し、体験型の学習を実施
メニュー例

災害図上訓練
DIG

ARアプリ「みずくる」を
活用したフィールドワーク

水防団や防災士から学ぶ
過去の災害の教訓

災害に備えるための
情報活用

過去の教訓を風化させず、災害を「自分事」として捉え、
自ら考え行動できる人材を育成

災害を知る 避難を学ぶ 災害を実感する 情報の取り方を学ぶ

Point Point

第１弾として ６月１０日（木） 8:40～12:10 岩野田小学校 で実施

未来の防災リーダー育成事業

子どもから家庭へ防災意識を波及、
子どもが家庭や地域の防災リーダーに

対象
岐阜市内の
小学４〜６年生

（市立・私立・国立問わず）
定員 ６月１日（月）から

７月３日（金）まで

学ぶ 活かす できる

災害時に「自助」
「共助」ができる
地域に貢献できる
人材へ

未来の防災リーダー
のみならず、地域を
支える人材へ８月２日

５０名 募集期間
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②「消防団員募集ラッピングバス」デザインの市民投票について        

１ 概要  

 （１）ラッピングバス（車外広告）の運行 

①運行車両数 

  両側面・後部ラッピングバス １台 

    後部ラッピングバス     １台  計２台 

②運行期間 

令和 8年 7月～令和 9月 3月末（9ヵ月） 

 

 

（２）バスチャンネル（車内広告） 

①放映車両数 

    100 車両（路線バス全体の約１/３） 

   ②放映期間 

    令和 8年 6月～令和 9月 3月末（10 か月） 

約 20 分に 1回、15 秒間の動画を放映  

    3 か月に 1回程度、動画の差し替えを実施予定 
 
 
 

２ ラッピングバスのデザイン・市民投票 

・ラッピングデザインを現役消防団員から募集（R8.3.17～R8.5.8）し、 

各消防団から 3 件の提案があった。 

 

・この 3 件のデザインから、市民投票によりラッピングするデザインを決定 

  

・投票方法：WEB 投票 

投票期間：５月２８日（木曜日）の正午～６月３日（水曜日） 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

・投票いただいた方の中から、 

抽選で 50 名の方へオリジナルノベルティ（消防グッズ）をプレゼント 

バスチャンネル広告イメージ 

←WEB 投票はこちらから 
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R8.4.1現在で124人不足 入団者減少 退団者増加

消防団を取り巻く背景

消防団PRを強化するため

ラッピングバス・バスチャンネルを活用

ラッピングバスの概要

岐阜市ホームページ掲載
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ラッピングバスのデザイン投票

Ａ案
“かっこいい消防団”をコンセプトに、未来の消防団候補とな
る子供たちから憧れを持たれるようなイメージ

B案
“明るく活気が伝わる”をコンセプトに、楽しそうで入団して
みたいと思えるような消防団をイメージ

Ｃ案
“みんなの消防団”をコンセプトに、虹色で消防団カラーと性
別などの垣根をなくし、誰もが参加できる助け合いをイメージ

期待する効果

●市民参加による一体感の醸成

●消防団の認知度向上
団員のモチベーションが高まり、消防団活動の活性化

人材確保により持続可能な消防団を実現

将来にわたり市民の安心・安全を守る

●消防団員確保・担い手づくり
消防団への興味・関心を高め、地域防災力の向上

消防団を身近に感じ、地域のつながりを強化
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産：バローホールディングス（株）
学：岐阜市立女子短期大学健康栄養学科
官：健康づくり課
実施期間：R7.8.28〜9.25

令和8年度
実施店舗を増やして
開催予定

産学官連携「#ぎふ野菜アップでヘルスアップ」事業（R7年度～）

・保護者：毎日朝食を食べる場合
毎日朝食を食べる子ども 97.6％

・保護者：ほとんど朝食を食べない場合
毎日朝食を食べる子ども 82.5％

■朝食欠食率
20歳代 29.8%
30歳代 21.5%
40歳代 18.1%

朝食摂取の状況

令和4年度 岐阜県民健康意識調査（岐阜県）

■朝食摂取と学力の関係 ■保護者と子どもの状況

令和６年度 ３歳児（保護者）の食生活等実態調査（岐阜県）
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令和7年度 全国学力・学習状況調査（文部科学省）
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50歳代 11.4%

60歳代 7.5%

70歳代 3.4%
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 1‐(2) 食育月間の新たな朝食摂取啓発の取り組みについて　　　　　　　



選手による朝食摂取啓発動画

小学校・幼稚園における食育講話

・令和8年6月1日（月）〜
・30秒動画を6本配信

令和8年6月1９日（金）開催
則武小学校 11：25〜
はなぞの幼稚園 13：00〜

岐阜スゥープスとの連携

大塚製薬(株)協力による啓発ポスター（R8.4〜）

食育月間ミニイベント

啓発活動
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